
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３１８ 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 古典探究 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 精選「古典探求」古文編・漢文編 （明治書院） 

副教材等 

リード古文１（啓隆社） 

読んで見て聞いて覚える 重要古文単語 315〔四訂版〕（桐原書店） 

カラー版新国語便覧 新版六訂（第一学習社） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・古典探求の授業では、現代と古典の世界の違いを知り考えること・習得した知識を活用して自力で古典

を読み、内容の把握ができるようになることを目指します。 

・様々な文章を「読む」能力を向上させるとともに、意思を伝えるための「書く能力」をしっかりと身に

付けられるようにしていきましょう。 

・予習や宿題・授業の中で、テキストや辞書を活用しながら自分で考えて取り組みましょう。 

・自ら考え、答え、発表し、また他者の発言を聞き、自身のノートにまとめられるようにします。 

・授業の後には内容を振り返って復習してください。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

 

２ 学習の到達目標 

・古文と漢文に触れ、その時代に生きた人々の考え方や感じ方を学び、現代を生きる自分自身との共通

点・相違点を考えることを通して人間や生き方に対する考えを豊かにする。 

・様々なジャンルの古典を自力で正確に読むことができるようになるために、重要古語・古典文法・古典

常識等を身につける。 

・助動詞・敬語等を理解し、古典の内容を正確に把握し、現代語訳ができるようになる。 

・日本にも大きな影響を与えた漢文に慣れ、日本語の底流を作る漢文脈や中国思想を知る。 

・古典の言葉・表現を通して、日本語についての認識を深め、言語感覚を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

生涯にわたる社会生活に必要
な国語の知識や技能を身に付
けているとともに、我が国の
言語文化に対する理解を深め
ている。 

論理的に考える力や深く共感したり
豊かに想像したりする力を伸ばし、
他者との関わりの中で伝え合う力を
高め、自分の思いや考えを広げたり
深めたりしている。 
 

言葉を通して積極的に他者や社
会に関わったり、ものの見方、
感じ方、考え方を深めたりしな
がら、言葉が持つ価値への認識
を深めようとしているととも
に、古典に親しむことで自己を
向上させ、我が国の言語の担い
手としての自覚を深めようとし
ている。 



※令和４年度以降入学生用 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

学
期 単元の学習内容 単元の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

      

１
学
期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

無常観について、人々がなぜそ

のような思想を持つようになった

か時代背景を理解する。 

 

ａ：和漢混交文の特徴や古典特有の表現

に注意して、構成や展開、内容を的確に捉

える。助詞・助動詞に関して文語への理解

を深める。 

ｂ[読]：平安末期から鎌倉時代の歴史背景

と隠者について調べ、その生き方を想像す

る。 

ｃ：隠者について調べ、その生き方を想像

することを通して文章の内容を構成や展開

に即して的確に捉え、無常観という思想が

生まれた時代背景について理解を深める

中で、自分のものの見方、考え方を深めよ

うとしている。 

ワークシート 

発問評価 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

授業態度 

発問評価 

定期考査 

      

授業態度 

発表報告 

課題提出 

ノート提出 

振り返りシート 

［教材］ 

徒然草「あだし野の露消ゆるとき

なく」 

方丈記「ゆく川の流れ」 

古文の窓１ 無常観と「徒然草」 

古典についての評論文「徒然草

をよみなおす」 

漢文を読むために必要な訓読

のきまりについて理解する。 

文章の内容を構成や展開に即

して的確に捉える。 

ａ：句法に注意しながら書き下し文に直し、

音読することを通して漢文のリズム・表現に

親しむ。 

ｂ[読]：文章の構成や展開のしかたを的確

に捉え、内容への理解を深める。 

ｃ：漢文が現代の言葉の成り立ちにもたらし

た影響について理解しようとしてい

る。 

ワークシート 

発問評価 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

授業態度 

発問評価 

定期考査 

    

授業態度 

発表報告 

課題提出 

ノート提出 

振り返りシート 

［教材］ 

故事・寓話「漱石枕流」「推敲」 

説話の面白さに親しみ、平安期

の人々の生き方や考え方を学

ぶ。歌合の判者になり、同じ主

題を詠んだ和歌に対する批評

文を書く。敬語の用法を理解す

る。 

ａ：古典の文章に表れる表現の特色と和歌

の修辞について理解を深める。動詞、助動

詞、敬語表現に関する意味や用法を理解

する。 

ｂ[読/書]：著名な和歌にまつわる話を読

み、歌人のありようについて考えを深める。 

歌合の判者になり、同じ主題を詠んだ和歌

に対する批評文を書く。枕草子に表れる作

者独特の感性を読み味わい、当時の宮廷

サロンが文学に果たした役割を理解する。 

ｃ：積極的に説話を読み、和歌を含んだ説

話の特質について理解を深めようとしてい

る。 

 

ワークシート 

発問評価 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

授業態度 

発問評価 

定期考査 

    

授業態度 

発表報告 

課題提出 

ノート提出 

振り返りシート ［教材］ 

沙石集「兼盛と忠見」 

言語活動「歌合の判者になって

みる」 

枕草子「中納言殿参り給ひて」 

物語における出来事の展開や

作中人物の心情を捉え、物語

の面白さや表現の特色を読み

味わう。 

ａ：平安時代の語彙、最高敬語や補助動詞

の敬語について理解する。 

ｂ[読]： 歌物語と作り物語の二つの系譜を

受け継ぐ長編物語を読んで、人物造形屋

心理描写の一端に触れる。 

ｃ：今までの学習を生かして長編物語を読

み、人物造形・心理描写・和歌の役割など

に注意しながら、積極的に内容を捉えようと

している。 

ワークシート 

発問評価 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

授業態度 

発問評価 

定期考査 

 

授業態度 

発表報告 

課題提出 

ノート提出 

振り返りシート 

［教材］ 

源氏物語「光源氏誕生」「小柴

垣のもと」 
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４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （    ０   ）時間 

  ・書くこと      …  （   １０    ）時間 

  ・読むこと      …  （   ４５    ）時間 

２

学

期 

日記における出来事の展開や

作中人物の心情を捉え、日記

の面白さや表現の特色を読み

味わう。 

ａ：文語文法のきまりについて理解を深め、

語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 

ｂ[話/聞]：晩年になってまとめられた自伝

的日記を読み、少女時代の自分を見つめ

た作者像に触れる。物語の登場人物への

「憧れ」プレゼンテーションを行い、伝える

力を高める。 

ｃ：日記文学という文章の種類や古典特有

の表現に注意して、構成や展開、内容を的

確に理解しようとしている。 

ワークシート 

発問評価 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

授業態度 

発問評価 

定期考査 

 

授業態度 

発表報告 

課題提出 

ノート提出 

振り返りシート 

［教材］ 

更級日記「門出」「源氏物語を

読む」 

言語活動「憧れプレゼンテーシ

ョン」 

絶句や律詩に用いられている

言葉の響きやリズム、修辞など

の表現の特色について理解を

深める。平安時代の宮廷サロン

で必要な文学的素養について

理解を深める。 

ａ：絶句や律詩に用いられている言葉の響

きやリズム、修辞などの表現の特色につい

て理解を深める。文語文法のきまりについ

て理解を深め、語句の量を増やし、語彙を

豊かにする。 

ｂ[読]：枕草子に現れる作者独特の感性を

読み味わう。当時の宮廷サロン意義を理解

する。 

ｃ：漢詩文と関わりのある章段を読み、我が

国と中国の文化との関係について、積極的

に理解を深めようとしている。 

ワークシート 

発問評価 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

授業態度 

発問評価 

定期考査 

 

授業態度 

発表報告 

課題提出 

ノート提出 

振り返りシート ［教材］ 

詩「香炉峰下…」「春夜」 

枕草子「雪のいと高う降りたる

を」 

３
学
期 

 

歴史物語という、実際の歴史に

取材した物語を読み、宮中を中

心とする権力者たちの姿の一端

に触れる。 

ａ：敬語における敬意の方向を確認しなが

ら、文章の内容を構成や展開に即して的

確に捉える。 

ｂ[読]：歴史物語を読み、史実とは異なる豊

かな物語性や生き生きとした人物像を読み

とる。 

ｃ：今までの学習を生かして長編物語を読

み、人物造形・心理描写・和歌の役割など

に注意しながら、積極的に内容を捉えようと

している。 

ワークシート 

発問評価 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

授業態度 

発問評価 

定期考査 

 

授業態度 

発表報告 

課題提出 

ノート提出 

振り返りシート 

［教材］ 

大鏡「雲林院の菩提講」「花山

天皇の退位」 

我が国の伝統文化の一つであ

る和歌の表現の特色を理解し、

様々な時代の和歌を鑑賞する。 

ａ：和歌の修辞技巧などの表現の特色につ

いて理解を深める。 

ｂ[読/書]：短詩系文芸の修辞技巧や表現

のおもしろさを味わい、言葉に対する感性

や表現力を豊かにする。 

ｃ：対象のとらえ方や表現方法の時代による

変化を理解し、和歌を積極的に鑑賞しよう

としている。 

ワークシート 

発問評価 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

授業態度 

発問評価 

定期考査 

 

授業態度 

発表報告 

課題提出 

ノート提出 

振り返りシート 

［教材］ 

詩歌・歌論 古今和歌集「仮名

序」 

和歌・歌謡・川柳 


